１年生学級活動指導略案　　

	時期
	　　１学期（４月）

	題材名
	火事や地震がおきたらどうするの

	ねらい
	学校において火事や地震が起きたときを想定し、初期対応や避難するときの約束や避難経路について知ることができる。

	事前
	　学校探検において、校内のどこにどんな部屋があるのかを知っておく。

	本時
	１、もし学校で火事や地震が起こったら、どうしたらいいのか考える。

　　地震が起きるとまわりがどうなるのか、知る。
２、教室で地震が起きたときの初期対応を知る。

　　机の下にもぐって身の安全を図る。

　　机の脚を持つ。実際にやってみる。

３、避難経路と避難場所を知る。

火事の場合は、火元によって避難経路が違うこと、口をハンカチなどで覆うこと、身を低くすることなど。

地震の場合は、防災頭巾をかぶること。

　　「おはし」の約束を知り、その理由を考える。

	防災教育の視点
	　火事や地震はいつ起こるかわからないものであり、もし起きたときに自分の命は自分で守れるように、基本的なことを知り身につけることができる。

	事後
	４月にある「命を守る学習」において、初期対応をしたり、「おはし」の約束を守って、避難場所にすばやく正しい避難経路を使って避難できたか、確認する。

	備考


	１年生は、１年間に２回時間をとる。
もうひとつの指導案は、１１月実施。


　　学級活動年間指導計画に入れる内容
　

　　１年生・・・火事になったらどうするの

　　　　　　　　○初期対応・避難経路
　　　　　　　　○教室における初期対応

　　２年生・・・地震が起こったらどうするの

　　　　　　　　○初期対応～２次避難
　　３年生・・・かみなりがなっているよ、どう
するの

○通学路、校庭での対応
　　
４年生・・・水って、こわいんだね

　　　　　　　　○土砂災害

　　

５年生・・・津波のおそろしさ

　　　　　　　　○宿泊研修場所での避難
　　６年生・・・修学旅行中に災害に出会ったら
　　　　　　　　○宿屋、観光先における避難
　　　

　　　

　　






